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細菌毒素の巧妙な
体内侵入機構から学ぶ
細菌毒素であるボツリヌス神経毒素は、生物毒の中でもっとも毒性が強い
ものとして知られており、ボツリヌス症を引き起こす。ボツリヌス症には
いくつかの病型があるが、主な病型として食餌性ボツリヌス症と乳児ボツ
リヌス症がある。食餌性ボツリヌス症は経口摂取された本毒素が腸管から
吸収されて、血中に移行し、末梢神経に到達することで発症する。タンパ
ク質毒素である本毒素が活性を保持したまま腸管から血中に移行する機構
は不明であったが、我々は、本毒素が腸管吸収過程において発揮するユニ
ークな機能 1)、および本毒素が生体において腸管から体内へ侵入する経路
を解明した 2)。本セミナーでは、ボツリヌス症の病態形成機構の解明、
新規治療法の開発、本菌由来の E-cadherin 特異的機能阻害作用を持つタン
パク質の再生医療分野での応用など、我々の研究について紹介する。
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　がん抑制遺伝子 p53 は 1979 年に発見されて以降、世界で最も多くのがん研究者が研究して
いる遺伝子であると言っても過言ではないであろう。発見後、しばらくは機能が全く不明であ
ったが、1989 年になってようやくがん抑制遺伝子としての機能が報告された。そして、近年
の次世代シークエンサーによる膨大ながん組織のゲノム解析が進むに従い、p53 はおおよそ
半数と、がんで最も高頻度に変異が認められる遺伝子であることが示され、p53 機能が失われ
ることの重要性が再認識されている。がんにおける p53 の重要性は疑いようがないが、p53 機
能の全容は未だに解明されておらず、現在もなお p53 の知られざる機能が次々と明らかにされ
ている。
　本講演では、我々が発見した p53 の新機能や p53 が制御する神経内分泌腫瘍のがん抑制遺伝
子について紹介する。
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